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研究成果の概要（和文）：地域包括支援センター職員の仕事内容に対する不安内容は「非正規職員の雇用の不安定」「
相談支援における高度な技術」が多かった。働き始めた動機は、「資格」「希望」「興味」の単語が多かった。職業性
ストレスが高いほど更年期症状が強いことが分かった。バーンアウトと有意な関連がみられたものは、雇用形態、働き
始めた動機等であった。男女とも経験年数と雇用形態によってストレスを感じていた。
職員は、資格や専門性をいかせる職場として実際に働き、労力を要し、それにみあった報酬が得られないことに悩んで
いることがわかった。今後は、労働環境の整備、組織内の理解、労働条件、高度な専門技術を支えるシステムづくりが
急務である。

研究成果の概要（英文）：The study subjects working at the general community support center being 
investigated were commonly concerned about the "uncertain employment of non-fulltime employees" and 
"high-level expertise needed for consultation". The primary factors that had motivated the subjects to 
work in their occupational field were "qualification", "hope", and "interest". Those with greater 
occupational stress had severer menopausal symptoms. The type of employment and motivation to start 
working were significantly correlated with burnout. Although the subjects took advantage of their 
qualifications and specialty to perform their duties, they were distressed about that fact that their 
work required much effort and they were underpaid. It is now imperative to establish systems to provide 
an appropriate working environment, encourage staff to understand each other within the workplace, and 
support the development of high-level expertise.

研究分野：境界医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

我々は、2008年に地域包括支援センターの基

本機能に関する室的研究による課題として、

マンパワーや財源の確保、介護予防マネジメ

ントに必要な環境の整備、相談支援技術の向

上が重要であることを抽出した。また、2010

年には、GHQ(一般健康調査)得点と長時間労

働、仕事内容に対する不安が有意に関連して

いることを明らかにし、さらに努力・報酬不

均衡モデル（ERI）の E/R 比とは「週 50 時

間以上の労働」、「雇用の不安」、「仕事内容に

対する不安」が高いオッズ比で関連している

ことを見出した（OR:10.38、2.75、17.04） 

地域包括支援センターは 2006年 4月より介

護保険改正によって導入された機関である。

職員には、保健師、社会福祉士、ケアマネジ

ャーの三職種の配置が義務付けられており、

「地域に総合的・重層的サービスネットワー

クを構築すること」。「総合相談・権利擁護」、

「包括的・継続的ケアマネジメント」、「介護

予防マネジメント」の４つの基本機能をもつ。

したがって、地域包括支援センターでは、個

別の介護予防プラン作りと地域ケアの kひょ

点としての虐待・管理養護を含む総合相談支

援、地域支援事業という異なる業務を同時に

担っているため現場は混乱している。 

このように、地域包括支援センターの職員の

心身の健康度を向上させるための方策を検討

することが急務であり、システムの構築が必

要であるが、三職種の健康管理についての研

究を行っているのは、まだ、我々の研究以外

見当たらない。 

そのため本研究は、QWL(職業生活の質）の

向上という視点から、まだ明らかにされてい

ない、地域包括支援センター職員の心身の健

康面とサポート体制の必要性について、これ

まで明らかにしてきた研究結果をもとに基礎

研究を明らかにしていきたいと考えた。研究

を進める上で、以下のような予備的調査も得

ている。 

（1）地域包括支援センターには、国の直営

と委託式があり、直営では職員定数があり、

ケアプラン業務等が追い付かず、半数以上非

正規職員を雇用せざるを得ない。 

（2）そのために、法律で定められた三職種

も非正規職員の仕事を補おうとして、本来業

務が困難となり、オーバーワークになるとい

う悪循環がおきている。 

（3）雇用形態については、三職種の配置義

務があるが、雇用形態の明示はないため、処

遇を始め雇用の安定性は確保できていない。 

（4）地域包括支援センターの初任者・現任

者教育に対する予算化が厳しい状況になって

いる。 

（5）福祉分野では、職員がケースに過度に

傾注する傾向があり、バーンアウトを予防し、

職員の精神的負担を軽減するための、管理職

のサポート体制の整備が必要である。 

 上記の背景およびこれまでの研究成果をも

とに、本研究では、まだ明らかにされていな

い健康面の基礎的研究を行う必要性がある。 

 

２．研究の目的 

上記の背景およびこれまでの研究成果をもと

に、本研究ではまだ明らかにされていない健

康面とストレスケアマネジメントとの関連を

追及する。 

（1）地域包括支援センター職員のバーンア

ウトと職業性ストレスとの関連 

（2）地域包括支援センターの職業性ストレ

スと更年期症状の傾向、 

（3）地域包括支援センター職員の、職業性

ストレスの男女傾向 

（4）地域包括支援センター職員のかかえる

仕事内容の不安について 

（5）ストレスケアマネジメントを行う立場

にある管理職の仕事の現状とサポート体制に

ついてなどを検討する。 

 

３．研究の方法 



A県内地域包括支援センター104か所の職員

に郵送による自記式質問紙を実施した。配布

は施設長宛てに送付し配布依頼した。回収は、

すべて個別封入して同封した返信用封筒を使

用して個々に返送してもらった。解析は、

SPSSやテキストマイニングを使用した。 

質問紙の調査内容は、1）個人特性・労働

環境：①年齢，②職種，③経験年数，④介護

保険関連の経験年数，⑤役職の有無，⑥雇用

形態，⑦労働時間，⑧運営方式，⑨スーパー

バイザー（以下 SVと称す）の配置，⑩研修・

勉強会への参加機会，⑪仕事内容に対する不

安，⑫過去１年間に生活上の大きな出来事の

有無，⑬年収である。2）職業性ストレス：

Siegrist ら の Effort-Reward Imbalance 

Questionnaire(ERI) を堤らが邦訳して開発

された本語版努力-報酬不均衡モデル調査票

を用いた。このモデルは、他職種によって信

頼性の検討がなされている。各尺度のクロン

バックのαはそれぞれ、外在的努力 0.65-0.88，

外在的報酬 0.81-0.96，オーバーコミットメン

ト（OC）0.67-0.80 である。3 か月の間隔を

置いた再テスト法では外在的努力 0.67-0.73，

外在的報酬 0.65-0.72、 OC 0.71の相関が得

られている。妥当性については、心身の自覚

症状や喫煙などの健康破壊行動を指標とした

併存妥当性、社会人口学的属性別の得点分布

に基づく弁別妥当性、因子妥当性が確認され

ている。ERIモデルは、努力・報酬項目（E/R)

と、オーバーコミットメント（OC）項目から

なる。職業生活において費やす努力と、そこ

から得られるべき、もしくは得られることが

期待される報酬がつりあわない状態をストレ

スフルとする仕事の環境、ならびに過度に傾

注する個人の態度や行動パターンを評価する

ものである。努力得点 Effortが高いほど外在

的な努力が高いとされ、報酬得点 Rewardが

低いほど低収入による悩みが強いことをあら

わす。OC は高得点ほど，良好とはいえない

就業状況（高努力／低報酬状態）を甘受した

り、その認知のゆがみ（要求度に対する過小

評価やリソースに対する過大評価）から実際

の報酬に見合わない過剰な努力をしたりする

とされる。3）バーンアウト：Maslach, C. と

Jackson, S. E.が開発したバーンアウト尺度

（MBI）に準じて作成した田尾雅夫の尺度を

さらに久保真人・田尾雅夫が改定したーンア

ウト尺度を使用した。このバーンアウト尺度

は主成分法により因子を抽出し、その後バリ

マックス回転を行い 3 因子の累積寄与率は

54.4％であった。因子分析によって「情緒的

消耗感（EE：emotional exhaustion）」，「脱

人格化（DP：depersonalization）」，「個人的

達成感（PA：personal accomplishment）」

の 3 因子が確認されている。「情緒的消耗感

（以下 EEと称す）」は、肉体的疲労ではなく、

心理的な疲労感、虚脱感のことである。「脱人

格化（以下 DPと称す）」とは、煩わしい人間

関係を避けたり、クライエントひとりひとり

の個人差や人格を無視し，機械的に対応する

傾向をいう。また「個人的達成感（以下 PA

と称す）」とは、反対に達成感が低下してしま

う徴候がみられることをいう。4）小山の簡

略化更年期指数を用いた。 

  

４．研究成果 

（1）地域包括支援センター職員の男女の差

異を調べた結果は以下の通りである。 

①男性：努力得点の特徴；有意に努力得点が

高かった項目は、「介護保険関連経験年数」で、

年数が長い者の方が職業生活において費やす

努力が大きいと感じてストレスフルな状態に

あることが分かった（ｐ＜0.05）。男性報酬得

点の特徴；低かった項目つまり労力から得ら

れることが期待される報酬がつり合わない状

態をストレスフルとする仕事の環境にあるの

は、「雇用形態」「スーパーバイザー（SV）の

配置の有無」であった。非正規職員の方が正

規職員よりも得点が低く、SV が配置されて

いない職場の者の方が配置されている職場の



者よりも得点が低かった（ｐ＜0.01、0.05）。 

②女性：努力得点の特徴；努力得点が高かっ

た項目は「経験年数」「介護保険関連経験年数」

「自分自身が SV」「仕事内容に対する不安」

「一年以内に生活上の大きな出来事」であり、

経験年数が長い方が短い者よりも得点が高く、

自分自身が SV の役割を担っている者の方が

担っていない者よりも得点が高く、仕事内容

に不安がある者の方がない者よりも得点が高

く、一年以内に生活上の大きな出来事を経験

している者の方がない者よりも得点が高かっ

た（ｐ＜0.05、0.01、0.05、0.01、0.001）。

女性報酬得点の特徴；低かった項目は「雇用

形態」「勉強会研修会への参加機会」「一年以

内に生活上の大きな出来事」であり、非正規

職員の方が正規職員よりも得点が低く、研修

会等への参加機会のない者の方がある者より

も得点が低く、一年以内に生活上の大きな出

来事を経験している者の方がない者よりも得

点が低かった（ｐ＜0.05、0.05、0.001、0.01）。 

以上のことから、男女とも「経験年数」と

「雇用形態」によってストレスを感じている

が、女性はさらに、「日常生活上の出来事」が

仕事に影響を与えていることが分かった。 

（2）職業性ストレスとバーンアウト、管理職

の現状についての調査は以下の通りである。 

バーンアウトは、西堀らの看護師を対象と

した研究が基準とされているが、本研究の集

団をみてみると EEがこの基準値より 1.2点

高かったことより、肉体的疲労ではなく心理

的な疲労感、虚脱感が強い集団であることが

わかった。 

①個人特性・労働環境とバーンアウトの関連

について 

「自身が SV」をしている者は DP が有意

に高かった。SV は施設長、主任などで他の

職員を養成する業務が含まれ、例えば利用者

に対する効果的・効率的な直接援助を提供で

きるように他の職員に指示・助言などをする

以外に様々な業務に関する相談を受け、職員

がそれらの業務をこなしていけるようスーパ

ービジョンする。SV の配置がされていない

職場は有意に DP 得点が高く、PA 得点が低

かったことから、SV は、職場全体を見渡し

て仕事の負荷の調整をしたり、相談にのった

り、助言・教育・評価・支持する役割を担っ

ており、SV の存在はバーンアウトを防ぐ上

で重要であることが示唆された。しかし、先

述のように、今回の調査で自身が SV を担っ

ている者は有意に DP得点が高いことから、

SVのサポートや職場改善が求められる。「仕

事内容に対する不安」については EE・DP・

PA すべてにおいて有意差がみられたが、セ

ンターの三職種は、仕事内容に対する不安を

抱えながら業務に追われ、仕事の進め方に裁

量の余地がなく過剰な負担がかかりバーンア

ウト症状が出現する可能性がある。組織内の

理解や、労働条件・職場環境の改善、高度な

専門技術を支えるシステムづくりが求められ

る。「過去 1 年間に生活上の大きな出来事を

経験」については、経験した者は、EE およ

び DPで有意に得点が高かった。今回の調査

の対象は女性が 9 割を占め、さらに 40 歳代

と 50歳代が 6割を占めていた。女性の 40～

50歳代は、子育てや子どもの受験、介護の問

題で家庭内ストレスを抱えている時期である。

仕事と家庭の両立を大切にできるようワー

ク・ファミリー・コンフリクト（WFC；

Work-Family Conflict）への配慮が求められ

る。 

②職業性ストレスとバーンアウトの関連 

について 

職業性ストレスの測定ツールとして努力報

酬不均衡モデル（ERI）を用いた結果、E/R

比および OC値の低リスク群と高リスク群の

2群で比較したところ、三職種のうちとくに，

看護職とケアマネジャーは，努力報酬不均衡

およびオーバーコミットメントとバーンアウ

トとの間に有意な関連がみられることがわか

った。三職種のうち，とくに，看護職とケア



マネジャーは OC値において有意差がみられ

たことから、仕事に過度に傾注しバーンアウ

トに結びつきやすいことが推察される。以上

のことより、センターの三職種においては職

業性ストレスが高いほど、バーンアウトの傾

向があることが示唆された。とくに、看護職

とケアマネジャーは、職業性ストレスが高い

ほど仕事に過度に傾注しやすく、また、EE

および DPと有意に関連があり、心理的な疲

労感や虚脱感を強め、煩わしい人間関係を避

けたり、クライエントや同僚との人間関係、

関係機関に対し機械的に対応する傾向を引き

起こす可能性があることが示唆された。 

(3)地域包括支援センター職員の仕事内容に

対する不安および更年期症状の傾向について

の調査結果は以下の通りである。 

最も記述数が多かったのは「非正規職員の

雇用の不安定」で次いで「相談支援における

高度な技術」「職員の負担の増大」「労働条件

の問題」「組織内の理解不足」「連携の必要性」

の順であった。最も高い頻度の単語は、「資格」

12 個、「希望」11 個、「興味」「仕事＋したい」

9 個であった。職員は、資格や専門性をいか

せる職場として選んでおり、実際に働いてみ

て、労力を要し、それにみあった報酬が得ら

れないことに悩んでいることがわかった。 

更年期症状については、努力と報酬の不均

が見られるほど更年期指数が高いいことが分

かった 

以上のことより、職員の労働環境の整備、

組織内の理解、労働条件、高度な専門技術を

支えるシステムづくりが求められることが分

かった。 
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